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1. はじめに 
コンテンツの伝送路やクライアント端末の多様

化を受け，MPEG では新たなメディアトランスポ

ート方式である MMT（MPEG Media Transport）
の標準化を進めている[1,2]．MMT では，放送と通

信回線を同時に用いてコンテンツを配信するハイ

ブリッド配信の実現が期待される．そこで本稿で

は，MMT を用いた放送と通信のハイブリッド配信

の実現方法を提案する． 
2. MMT の概要 

MMT は異なる伝送路を活用することが可能なメ

ディアトランスポート方式であり，以下の特徴を

持つ． 
 IP パケットでの伝送に適したパケット形式 
 IP パケットでの一元化により異なる伝送路を共

通に利用 
 可変長のパケット形式 
 異なるメディアのデータを同一データフローに

多重可能なパケット形式 
 配信時刻をパケットに付加することにより，伝

送遅延が変動する環境でもクライアント端末が

メディアデータを一定レートで取り出すことが

可能 
 ハイブリッド配信を可能とするタイムスタンプ 
 UTC に基づくタイムスタンプ 
 アクセスユニットの表示時刻と表示期間を用い

て，複数伝送路のメディアコンポーネントを同

期して表示することが可能 
 多様な伝送路やクライアント端末に対応するた

めの制御メッセージ 
 複数の伝送路で伝送するメディアコンポーネン

トを指定可能な制御メッセージ 
 コンテンツの利用に必要なクライアント端末の

能力を記述可能な制御メッセージ 
 メディアコンポーネントの時間的・空間的な組

み合わせを記述可能なコンポジッション情報 
 伝送品質確保 
 メディアコンポーネントの伝送に必要な伝送品

質を記述することにより，配信ネットワークを

適切に設定 
 AL-FEC および ARQ を規定し，IP パケットの

ロスに対する伝送の信頼性を向上 
 蓄積用の形式 
 ISO base media file format を拡張した蓄積形

式を規定 
 配信形式と蓄積形式を容易に変換可能 
MMT のプロトコルスタックを図 1 に示す．

MMT では，配信のための形式として MMT パケッ

トおよび MMT ペイロードを規定するとともに，

蓄積のための形式としてパッケージを規定してい

る．MMT ペイロードは，RTP や HTTP などの既

存のトランスポートプロトコルで伝送することも

できる形式であり，MMT パケットは UDP や TCP
などの IP 上のプロトコルで伝送する形式である． 
MMT パケットは，格納するメディアデータを識別

する packet_id フィールドを持ち，異なるメディア

のデータを格納した MMT パケットを同一の IP デ

ータフローで伝送することができる． 
また，メディアのアクセスユニットをカプセル

化する Media Processing Unit（MPU）は，デコ

ーダーでの処理が可能な単位として定義されてい

る．このため，MPU 単位でメディアコンポーネン

トの切り替えや組み合わせを行うことが可能とな

っている．さらに，MPU を介して，配信形式と蓄

積形式とを容易に変換することが可能である． 
3. ハイブリッド配信の提案 
3.1. ハイブリッド配信のメリット 
一対多の効果的な配信が可能な放送と，一対一

の配信が可能な通信の両方を用いてコンテンツを

配信するハイブリッド配信（図 2）では，次のよう

なサービスが実現され，利用者がコンテンツをよ

り活用することができる[3,4]． 
 ウィジェットなどのアプリケーションによる情

報表示 
 利用者の関心やクライアント端末の能力，配信

ネットワークの環境に応じた，追加や差し替え

の映像や音声の利用 
 利用可能な伝送路を用いたシームレスな情報表

示 
 蓄積による高品位コンテンツの利用 
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図 1 MMT のプロトコルスタック 

（グレーの領域が MMT の規定範囲を示す） 
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通信だけですべてのサービスを提供する場合と

比較し，ハイブリッド配信では回線負荷や装置負

荷を低減することができる． 
こうしたハイブリッド配信を実現するためには，

クライアント端末が，端末の能力や利用者の嗜好

に応じたメディアコンポーネントを取得し表示す

る必要がある． 
3.2. 既存のデジタル放送でのハイブリッド配信 

既存のデジタル放送の多くは，メディアトラン

スポート方式としてMPEG-2 TSを用いている．

MPEG-2 TSでは，エンコーダーに供給するSTCに

基づくタイムスタンプがアクセスユニットごとに

付加される． 
デジタル放送の MPEG-2 TS と，通信回線で伝

送する MMT とは，MMT の以下の仕組みによりハ

イブリッド配信を実現する． 
MMT の制御メッセージの一つである MMT 

Package Table（MPT）メッセージに挿入する

MMT_general_location_info 記述子を用いること

で，IP パケットで伝送する MMT のメディアコン

ポーネントだけでなく，放送波で伝送する MPEG-
2 TS のメディアコンポーネントを network_id，
ts_id および packet_id を用いて指定する．これに

より，MPEG-2 TS のメディアコンポーネントを，

MMT コンテンツの構成要素として組み込むことが

できる． 
また，Clock Relation Information（CRI）メッ

セージを用いることで，MPEG-2 TS の STC と

MMT で用いる UTC を対応付けることができる．

クライアント端末は，本メッセージを用いて STC
を UTC に変換することで，放送で伝送する

MPEG-2 TS と，通信で伝送する MMT のメディア

コンポーネントを同期して表示することができる

（図 3）． 
さ ら に ， MMT Composition Information

（MCI）メッセージをあわせて用いることで，そ

れぞれのメディアコンポーネントの表示位置をサ

ービス提供事業者が指定することが可能になる． 
3.3. MMT を用いる放送でのハイブリッド配信 
通信回線だけでなく，放送でも MMT を伝送す

ることで，MMT_general_location_info 記述子を

用いて，放送および通信のメディアコンポーネン

トを共通の仕組みで指定することができる．放送

と通信で伝送する両方のメディアコンポーネント

に，UTC に基づくタイムスタンプを用いて表示時

刻が示されることから，これらを同期して表示す

ることができる． 
また，受信した MMT のメディアコンポーネン

トを蓄積する場合，コンテンツの先頭からの相対

時刻をコンポジッション情報に記載することで，

蓄積されたコンテンツと，配信するメディアコン

ポーネントを同期して表示することも可能である

（図 4）． 
4. まとめ 
本稿では，MMT の概要を述べ，MMT を用いた

ハイブリッド配信の実現方法を提案した．今後，

スーパーハイビジョンのハイブリッド配信の実現

に向け，送受信装置の開発を進め機能検証を行う

予定である． 
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図 2 ハイブリッド配信の例 
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図 3 MPEG-2 TS と MMT の組み合わせ 
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図 4 蓄積済みのコンテンツと組み合わせる 

ハイブリッド配信の例 
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